
平成27年度予算　政策的新規・充実事業一覧

（単位：千円）

幼稚園における
預かり保育の充
実

　平成２７年度から本格実施される子ども・子育て支援新制
度においては，預かり保育の更なる充実が重点項目とされ，
本市においては，今後５年間で増加する３歳から５歳の要保
育児童のうち，２分の１を幼稚園における預かり保育で受け
入れる方針が提案されていることを踏まえ，「子どもたちの
今と未来をみんなではぐくむ子育て支援都市・京都」の実現
のため，市立及び私立幼稚園において実施している預かり保
育のさらなる実施拡大を図る。

175,400 総務部
総務課
222-3768

指導部
学校指導課
222-3806

子どもの貧困対
策の推進に関す
る取組の充実

　家庭の経済状況にかかわらず，全ての子どもが能力・可能
性を最大限伸ばしてそれぞれの夢に挑戦できるようにするた
め，子どもの貧困対策を総合的に推進する。
　・地域住民や学生等の協力による学習支援
　・就学援助費の充実
　・幼児教育無償化に向けた私立幼稚園就園奨励費・教材費
　　補助の充実

未定 総務部
総務課
222-3768

総務部
調査課
222-3817

指導部
学校指導課
222-3801

第３子以降の幼
稚園保育料免除
事業

　現在小学校３年生の子どもから数えて２人目の保育料は概
ね半額とし，３人目以降についてはほぼ無料とすることによ
り，多子世帯の保育料の負担軽減を図っているが，新たに平
成２７年度から府市協調により１８歳未満の子どもが３人以
上いる世帯の３人目以降の保育料のほぼ無料化を実施するこ
とが提案されていることから，さらなる経済的負担の軽減を
検討する。

未定 総務部
調査課
222-3817

新しい定時制単
独高校の創設

　平成２６年７月に決定した「京都市立定時制単独高校創設
に関する基本方針」に基づき，洛陽工業高校・伏見工業高校
の再編・統合により活用可能となる伏見工業高校の敷地の一
部を活用し，生徒たちの多様な状況やニーズにきめ細かく応
えられるような新たな教育内容を実現する定時制単独高校の
創設を目指し，基本計画等に着手する。

66,900 総務部
教育環境
整備室
222-3796

指導部
学校指導課
222-3811
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学校施設太陽光
発電装置設置促
進事業

　「はばたけ未来へ！　京プラン」において，公共建築物の
低炭素化に率先して取り組むことが掲げられており，また，
京都市地球温暖化対策計画においても，公共建築物への再生
可能エネルギーの導入を最大限図ることが明記されている。
学校については，災害発生時の避難所にも指定されており，
環境教育の観点及び災害発生時の避難所としての電源確保の
観点からもその必要性は高いため，今後，体育館や校舎など
の改築・改修工事を実施する施設については最大限設置の拡
大を図る。

837,600 総務部
教育環境
整備室
222-3796

日吉ケ丘高校内
「英語村（ＨＥ
ＬＬＯ　ｖｉｌ
ｌａｇｅ）」の
開設

　児童・生徒がオールイングリッシュでの生活体験をネイ
ティブスピーカーのスタッフとともに体験することができる
京都府内初の校内留学施設「英語村（ＨＥＬＬＯ　ｖｉｌｌ
ａｇｅ）」を日吉ケ丘高校内に設置する。授業での実践的な
学習活動を展開することはもちろん，小・中学生が参加でき
る英語を活用した体験活動等を実施するための機材等の整備
を行う。

21,500 指導部
学校指導課
222-3811

留学生による学
校活動支援事業

　平成２６年度に改訂された「京都市国際化推進プラン」に
おいて，留学生の留学中における市民との交流の促進や生活
支援など「留学生が活躍するまちづくり」が新規項目として
盛り込まれた。
　学校においても，子どもたちが外国人とともに学習するこ
とを通じて多様な言葉や文化にふれる機会を創設してきた
「多文化学習推進プログラム」や外国にルーツを持つ児童・
生徒の母語支援活動において，留学生の参加を進めること
で，留学生の活躍の場を広げるとともに，国際理解教育の推
進を図る。

3,600 指導部
学校指導課
222-3815

琳派四〇〇年記
念事業

　平成２７年は琳派四〇〇年の記念の年となることから，京
都市内の中学生が琳派関連作品を制作し，展示会を開催する
ことによって，琳派についての理解を一層深める。

6,200 指導部
学校指導課
222-3808

いじめ防止対策
に関する取組の
さらなる充実

　平成２６年１０月に「京都市いじめの防止等に関する条
例」が施行されたことを受けて，条例の普及・啓発をさらに
推進するとともに，いじめが起こる背景まで踏み込んだ対応
など，これまで以上の対策を進めるために，福祉の専門家で
あるスクールソーシャルワーカーのさらなる配置拡大を図
る。

20,800 指導部
生徒指導課
213-5622
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学校給食の充実 　平成２５年１２月に「和食；日本人の伝統的な食文化」が
ユネスコ無形文化遺産に登録されたことを契機として，平成
２６年４月以降『学校給食における「和食」の検討会議』を
開催し，京都市の学校給食について，和食献立の充実等に向
けた方策について意見を聴取している。
　当該会議から提出される提案・意見やパブリックコメント
の結果などを踏まえ，学校給食の充実に向けた取組を検討す
る。

未定 体育健康
教育室
708-5323

平成２７年度全
国高等学校総合
体育大会の開催

　平成２７年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
の近畿地区開催が予定されており，京都市においても，水
球・水泳競技及びバスケットボール競技が開催される予定で
あるため，円滑な競技運営のための大会負担金の支出や施設
整備，用具整備等を行う。

107,700 体育健康
教育室
708-5322

２０２０年オリ
ンピック・パラ
リンピック東京
大会を契機とし
た体力向上・競
技力向上

　２０２０年にオリンピック・パラリンピック東京大会が開
催されることを契機とし，子どもの体力向上「ジャンプアッ
プ・プロジェクト」（仮称）や中学・高校生対象の競技力向
上のための施策を実施する。

53,000 体育健康
教育室
708-5322

教職員の資質・
指導力向上対策
（総合教育セン
ター増築棟建
築）

　京都市総合教育センターで実施している研修について，近
年の大量採用による世代交代，教員の約半数を占める採用１
０年目までの若手教員の増加やミドルリーダー層の不足など
に対応し，一斉講義型の研修や，グループ協議・ワーク
ショップなどの少人数制の研修など，実施方法が多様化して
いることに加え，自主的な研究・研修活動も活発になってい
るなど，様々なニーズに対応できるよう，増築棟建築に着手
する。

53,400 総合教育
センター
研修課
371-2340

避難所施設等の
機能充実
（避難所施設の
耐震化推進等）

　平成１９年７月に策定された「京都市建築物耐震改修促進
計画」に示されている平成２７年度末までに市建築物耐震化
率９０％以上という指標を踏まえ，特に災害発生時の避難所
などに指定されている教育委員会所管の避難所施設等につい
て，耐震補強工事に着手する。

60,200 総合教育
センター
学校統合
推進室
371-2009

学校歴史
博物館
事業課
344-1305

教　育　委　員　会　　合計 14件1,406,300


